
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月のほけんだより 

厳しい寒さの中でも、元気いっぱいな子どもたち。でも、低温・低湿の冬は、かぜウイル
スが大好きな季節です。かぜを寄せつけないじょうぶな体作り、環境作りに気を配り、寒い
冬を元気に乗り切りましょう。 

2021,1,29 

認定こども園 

難波愛の園幼稚園 

園長 和泉 喜久男 

意識的に体を動かして 

2月 2日は節分 ～豆まきの「豆」窒息や誤嚥に注意しましょう～ 

子ども達は、節分の「豆まき」を楽しみにお面作りに励んでいます。楽しい幼稚園行事や

家族行事になっている節分の豆まきですが、煎り大豆の窒息には要注意です。消費者庁は窒

息や誤嚥を防ぐため、硬い豆やナッツ類など、硬くてかみ砕く必要がある食品は、5歳以下

の子どもには食べさせないよう呼びかけています。咽頭や気管に詰まると窒息しやすく、大

変危険です。小さく砕いた場所でも気管に入り込んでしまうと肺炎や気管支炎になるリスク 

  があります。節分の豆まきは、個包装されたものを使用するなど工夫して行い、小さ

い子どもが拾って口に入れないように後片付けを徹底しましょう。 

※消費者庁ホームページ参照 

     感染対策にご協力をお願いします 

お子様に発熱、咳、喉の痛み等の風邪の症状が見られる場合は、ご自宅で休

養していただくことになります。発熱及び風邪の症状が見られる場合は、大事

をとって休むようにしましょう。またご家族に、発熱及び風邪の症状がある場

合も休むようにしてください。風邪の症状により登園しなかった場合でも、幼

稚園を「欠席」したという扱いにはなりません。登園後に体調が悪くなった時

は、直ぐに保護者の方に連絡させていただきますので、お迎えをお願いします。 

 また緊急時に連絡がつくようにご配慮くださいますようお願いします。 

※お休みの場合、イロドリに欠席理由を入れてください。 

手指消毒液が子どもの目に！？ 

手指消毒が設置されている高さが多くの場合、子どもの「目の高さ」や「背の高さ」と

同じくらいになっています。目に消毒液が入る危険性があります。厚生労働省では、感染

予防には手洗いが最も重要視されています。あくまでも、手洗いができない場合の対策と

してアルコール消毒が推奨されています。手指消毒をするときは、目に入らないように 

注意すること。万一目に入った場合には、すぐに水またはぬるま湯で洗うこと。 

なお症状が重い場合には、直ちに眼科医の診療を受けましょう。 


